
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

37 人
28 人
16 人

57.1 ％
43.2 ％

（平成 30

1 名 1.2 ％

（平成30年度卒業者に関する令和元年5月1日時点の情報）
（株）カツト、（株）三栄建築設計、SUPER PENGUIN（株）、（株）
スマートテックユニバーサル、（株）MONOLITH Japan、（株）
LIFE SOUND、（株）ラポール等

■卒業者数　　　　　　　　　　　  ：
■就職希望者数　　　　　　　　  ：
■就職者数　　　　　　　　　　　  ：
■就職率　　　　　　　　　　　　   ：
■卒業者に占める就職者の割合：

・進学者数：1人
・独立者数：3人
・その他  ： 1人

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■中退防止・中退者支援のための取組
奨学金制度の紹介、定期面談・個別面談の実施、キャリア教育の実施

平成30年4月1日時点において、在学者86名（平成30年4月1日入学者を含む）
平成31年3月31日時点において、在学者85名（平成31年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更等

就職等の
状況※２

令和1年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
全ての授業が就職や起業等に繋がるようカリキュラム設計を
しており、2年次より毎週行われるキャリアデザインの授業を
中心に指導を行っている。「産官学連携授業」での企業等との
コミュニケーションは、進路指導の一環として機能させている。

■主な就職先、業界等（平成３０年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

■その他

年度卒業者に関する

長期休み

■学年始：4月1日～4月9日
■夏　 季：7月21日～9月9日
■冬　 季：12月21日～1月9日
■学年末：3月21日～3月31日

卒業・進級
条件

進級条件：試験等により基準以上の成果を得て、所定の科
目を修得した者。卒業条件：試験等により基準以上の成果を
得て、本校所定の課程を修了した者。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

千代田区との「千代田学」等の課外活動を実施。長期欠席者への指導等、適宜個別面談を実施。

■サークル活動： 有

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
作品内容・学習理解度、授業態度等により優・良・可・不可
の４段階で評価。出席率６０％未満は不可。

300人 92人 5人 13人 36人 49人

0時間 0時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間 2,460時間 420時間 990時間 1,050時間

認定年月日 平成27年2月17日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 美術専門課程 デザイン・アート科
平成12年文部省

告示第17号
-

学科の目的
デザイン・アートに掛る技術・知識を基に、社会における多種・多様な問題および解決策をビジュアル（図面・映像等を用いた表現）を用いて
提案することができるビジュアルコミュニケーターの人材育成を目的とする。

03-3293-8736
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人服部学園 昭和30年12月12日 服部浩美
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台2-3

（電話）

御茶の水美術専門学校 昭和53年4月1日 服部浩美
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台2-3

（電話） 03-3291-7400

（別紙様式４）

令和元年９月９日※１
（前回公表年月日：平成30年9月3日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、
それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」
「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
「御茶の水美術専門学校奨学金制度」
前期成績及び出席率が優秀であることを条件に、3～5名採用・年間15万円の貸与型奨学金制度。書類と面接選考にて審査。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://senmon.ochabi.ac.jp/



種別

①

③

②

③

③

学校側委員

学校側委員

学校側委員

学校側委員

学校側委員

（年間の開催数及び開催時期）

（開催日時（実績））
第１回　平成30年06月08日　11：00～12：30
第２回　平成30年10月30日　14：00～16：00

笠原 かほる

服部 浩美

服部 元

岡部 純

清水 眞

小野 朋彦

日用品メーカー

御茶の水美術専門学校　校長
（学校法人服部学園　理事長）

御茶の水美術専門学校
副校長

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

御茶の水美術専門学校は「世界に文化で貢献する」という理念のもと、学校法人創立当時から六十年以上にわたり文化
（デザイン・アート）教育を行っており、デザインを社会に存在する「問題解決」の手段として、アートを部分的解決で見落と
しがちな問題点や全体化して埋もれがちな問題点を発見していく「問題発見」の手段として位置付けている。
問題発見や問題解決においては、目標（ビジョン）を可視化された情報（ビジュアライゼーション）によって明確に提案（プレ
ゼンテーション）できる人材こそが指導者（リーダー）となり、問題解決に必要な専門技術を的確に選択し、適切な組織を編
成し得るという考え方に基づき、リーダー人材の育成を目指している。
デザイン・アート科では、１学年で実在の企業と連携して企画開発とプレゼンテーションを学び、２学年で様々な業種の企
業に属する専任講師の指導を受けながら、問題解決に活用し得る必要な専門技術の訓練、修得を行い、３学年で事例研
究をもとに編集された問題解決型の活動報告をまとめ、就職活動や起業活動にも活用するよう指導している。
この指導においては、可能な限り多くの企業と連携し意思疎通を図ることによって、選択した専門技術が適切であるかどう
かを判断する事例研究を繰り返し経験させることが重要であり、カリキュラムの開発を含め、企業等との連携を積極的に
推進する方針である。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は、学校長と教務部・指導部の間に位置し、本校が教育課程を編成するに当たっては、その内容を
教育課程編成委員会に諮り、企業や関連団体等の意見を反映するものとする。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

渡部 健 ＩＴ関係
平成30年7月1日～
　　令和2年6月30日（２年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　 地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（6月、11月）

竹本 佳弘 大学教授
平成30年7月1日～
　　令和2年6月30日（２年）

令和元年7月23日現在

名　前 所　　　属 任期

竹尾 稠 公益社団法人　協会理事
平成30年7月1日～
　　令和2年6月30日（２年）

小島 潤一 広告代理店
平成30年7月1日～
　　令和2年6月30日（２年）

御茶の水美術専門学校
事務局長

御茶の水美術専門学校
コンテンツ開発部長

御茶の水美術専門学校
広報部長

平成30年7月1日～
　　令和2年6月30日（２年）

平成30年7月1日～
　　令和2年6月30日（２年）

平成30年7月1日～
　　令和2年6月30日（２年）

平成30年7月1日～
　　令和2年6月30日（２年）

平成30年7月1日～
　　令和2年6月30日（２年）

平成30年7月1日～
　　令和2年6月30日（２年）



デジタル
ファブリケーション

デジタルファブリケーション技術を理解し、原価から製品ま
での作業工程や市場を踏まえた値段の設定、モノの価値
の創造を踏まえ、プロダクト制作を行う。

（株）wip

ＷＥＢ

ＷＥＢの可能性や表現を知るために、各回で異なるテーマ
に沿って分析や再構築を行う。ビジュアル表現の他にイン
タラクション設計を通してデザイナーの意図を読み解き、実
際に構築する。

ヤフー（株）

キャラクターデザイン
キャラクターデザインに必要な情緒的表現の捉え方、人に
刺さるビジュアル化やキャッチコピーを使用した広告制作
までを行う。実際のガチャ機を使用する。

（有）ザリガニワークス

ロゴデザイン
実際の会社のロゴの成り立ちについて、事業内容や社名
からロゴの役割や情報の可視化を読み解く。自分を事業
主としてそれにふさわしいロゴ制作を行う。

（株）ハイモジモジ

コミュニケーション

企業からの課題を通して問題発見から解決までをチーム、
または個人で取り組む。個性が活きる組織運営の中で、自
分を客観視してUSPを発見すると共に、社会への洞察力を
向上させる。

（株）コミュニケーション・
エンジニアーズ

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

①IT/WEB
・ＷＥＢ/ヤフー(株)
ＷＥＢという媒体がどのような要素で構成され、どのような意図が込められているかを分析、読み解き、再構成する授業を
通して情報の可視化を行う。各回ごとに設定したテーマに即して、指導を行った社員の講師により評価する。

②商品開発
・特別実習（キャラクターデザイン）/(有)ザリガニワークス
企画から商品化までの流れを追体験することにより、企画開発の流れを知り、玩具の開発に必要な発想力、企画力、プレ
ゼンテーション力を養う。講評時に企業の企画開発部の方と共に商品展開の可能性、発想力、着眼点を審査する。プロの
視点からの評価を得る。

・コミュニケーション/(株)コミュニケーション・エンジニアーズ
半期で５～６企業より実際に抱えている課題を出題してもらい、学生たちが６～７週間で問題発見から解決までのプロセス
を経て、展示会という形で発表を行い、指導者からの評価、出題した企業からの評価、そこに関わらない第一線で活躍す
るクリエイター・起業家などの第三者からの評価を行う。制作過程にはビジネスメールでのアポイントの取り方、会社訪問
等、ビジネスマナーを含む包括的な社会経験を行う。広告業界の視点から、相手にデザインをわかり易く伝えるテクニック
を習得し、最後のプレゼンテーションでの説明により評価する。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

高度な専門的職業を担う学識及び技能を養うことを目的とする実習・演習授業の実施において、企業や地域社会からの
情報提供と問題提起を基に学生・企業・消費者の視点を共有し、デザインの持つ幅広い役割を習得することで、実社会に
おける問題点を産学連携した新たな発想とデザイン力で問題解決するプレゼンテーション・提案型授業を行う。
また、学生が社会において働く目的意識を明確にするために、企業・地域社会と連携して求められる人材育成として、職
業を通じて社会の一員として役割を果たすことの意義や社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力や態度を身
に付けさせるキャリア教育をベースにしたデザイン・美術教育を実施する。

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
本校の教育課程の内容について委員会で各委員に詳細説明を行い、現状についての理解・認識を深めていただいたうえ
で、今後の人材育成の方向性や授業内容・方法等について意見・助言をいただき、それを教育課程編成の見直し・改善に
活用している。
また、各委員会において、前回委員会での意見・助言に対する検討状況および直近での対応状況等について報告し、全
委員へのフィードバックを行っている。
平成30年度は、各委員からの意見・助言を踏まえて、本校の教育内容を広く社会に正しく伝えるために、学校案内書の改
善、簡易版パンフレットの新規制作、公式ホームページの見直し、書籍「ロジカルデッサン」に続く「ロジカルデッサン-光と
陰の描き方」と「アートのロジック」の追加出版等により情報発信力を強化するとともに、より多角的に指導することを目指
して授業内容に新たな要素（歴史的な流れ、ビジネスコーチング、他）を取り入れる検討を開始するなど、様々なカリキュラ
ム改善等の教育課程編成の見直し・変更を行なった。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記
学校の目指す問題発見や問題解決のリーダー人材を育成するためには、教員が常に最新の知識を持ち、
十分な指導能力を身につける必要がある。そのために教員の研修計画を作成し、下記のとおり教員研修を実施している。
①企業講師を招いた研究会の実施や企業主催の研究会等への参加
②企業と連携した人材育成研修プログラムの開発
③企業と連携して開発したプログラムを活用し専門分野の最新知識の習得及び指導力の修得・向上を目的とした
　 OJT（オンザ・ジョブトレーニング）の実施
④指導力修得・向上を目的とした、全講師を対象とした指導方針研修の実施及び外部研修の受講推進

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：公益財団法人日本科学協会）
　期間：2018年9月10日（月）～2019年2月3日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：丸善雄松堂(株)・森ビル都市企画(株)）
　期間：2018年9月25日（火）～2019年2月3日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：(株)J-WAVE）
　期間：2018年9月25日（火）～2019年2月3日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：大正製薬(株)）
　期間：2018年9月25日（火）～2019年2月3日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：(株）JobRainbow）
　期間：2018年9月25日（火）～2019年2月3日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「デザインアート思考」（連携企業等：(株)インプレス）
　期間：2018年9月26日（水）、10月3日（水）、10日（水）、17日（水）、24日（水）      対象：常勤教職員
　内容：学生が取り組むのと同じ課題について、問題発見から解決までをディスカッションとプレゼンテーションを行い、
　　　　　実際の企業でどのように還元ができるかを検証し、学生指導へ還元させるための情報収集と実践を行う。

「知財」（連携企業等：虎ノ門知的財産事務所）
　期間：2018年10月31日（水）、11月2日（金）      対象：常勤教職員
　内容：3日間に渡って著作権に関連した講義を実施。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：千代田区役所）
　期間：2018年11月16日（金）～2019年2月9日（土）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。



「企業プレゼンテーション」（連携企業等：U.S.M.Holdings（株））
　期間：2019年5月31日（金）～2019年7月21日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：株式会社イトーキ）
　期間：2019年6月4日（火）～2019年7月21日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：株式会社ジェイアール東日本企画）
　期間：2019年6月4日（火）～2019年7月21日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：株式会社資生堂）
　期間：2019年6月4日（火）～2019年7月21日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟）
　期間：2019年6月4日（火）～2019年7月21日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：株式会社八芳園）
　期間：2019年6月4日（火）～2019年7月21日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「ＷＥＢ」（連携企業等：ヤフー(株)）
　期間：2019年4月15日（月）、22日（月）、5月13日（月）、20日（月）、6月10日（月）、17日（月）、24日（月）、
　　　　  7月1日（月）、8日（月）
　対象：常勤教職員
　内容：OJT研修によるＷＥＢ知識技能の習得。

「ブリコラージュ（ロゴデザイン）」（連携企業等：(株)ハイモジモジ）
　期間：2019年4月19日（金）、5月16日（木）、6月6日（木）、20日（木）      対象：常勤教職員
　内容：OJT研修によるロゴデザイン知識技能の習得。

「ブリコラージュ（アドバタイジング）」（連携企業等：（株）ガゼボフィルム）
　期間：2019年6月26日（水）      対象：常勤教職員
　内容：OJT研修によるアドバタイジング知識技能の習得。



②指導力の修得・向上のための研修等

「専門学校生をとりまく経済状況と卒業後のライフプラン」（連携企業等：東京都生活文化局私学部）
　期間：2019年2月15日（火）       対象：常勤教職員
　内容：経済的な理由により、意欲と能力のある専門学校生が修学を断念することがないよう、
　　　　　適切な修学支援（指導・助言）を行うための知識・スキルを身につける。

「指導方針研修」（連携企業等：（株）ガゼボフィルム、(株)コミュニケーション・エンジニアーズ、(有)ザリガニワークス、（株）
THE U.D.S.、(株)ハイモジモジ）
　期間：2019年3月29日（金）      対象：常勤教職員
　内容：学内にて全指導講師を対象とした全体教育研修会を開催。講師服務規定により講師としての心構えを再認識し、
　　　　　指導例等相互の情報交換を通して指導技術の向上を図るとともに、指導技術の向上を図る。

「専修学校教員教職課程研修会」（連携企業等：東京都専修学校各種学校協会）
　期間：2018年9月6日（木）      対象：常勤教職員
　内容：90分全25回に渡り、様々な企業団体の観点から、専門学校を取り巻く環境や指導方法を多角的に学ぶ。

「ＬＧＢＴ研修」（連携企業等：(株)JobRainbow）
　期間：9月19日（水）      対象：常勤教職員
　内容：「多様性」を課題解決の重要な要素と捉え、社会的にもマイノリティとされる性の概念を学び直し、
　　　　　これまでの既成概念を払しょくし、現状の社会や企業、個人ではどのような課題があるのかを知り、
　　　　　学生対応と社会問題把握の考え方として学ぶ。

「指導方針研修」（連携企業等：（株）wip、(株)コミュニケーション・エンジニアーズ、(有)ザリガニワークス、（株）THE U.D.S.、
(株)ハイモジモジ、ヤフー（株））
　期間：2019年8月30日（金）      対象：常勤教職員
　内容：学内にて全指導講師を対象とした全体教育研修会を開催。講師服務規定により講師としての心構えを再認識し、
　　　　　指導例等相互の情報交換を通して指導技術の向上を図るとともに、指導技術の向上を図る。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：国際連合世界食料計画WFP協会）
　期間：2019年9月9日（月）～2020年2月2日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「ＷＥＢ」（連携企業等：ヤフー(株)）
　期間：2019年9月30日（月）、10月7日（月）、21日（月）、28日（月）、11月18日（月）、25日（月）、12月2日（月）、
　　　　  2020年1月6日（月）、20日（月）      対象：常勤教職員
　内容：OJT研修によるＷＥＢ知識技能の習得。

「ブリコラージュ（イメージ）」（連携企業等：(株)THE U.D.S.）
　期間：2019年10月3日（木）、10月4日（金）、10月10日（木）      対象：常勤教職員
　内容：OJT研修によるイメージ知識技能の習得。

「ブリコラージュ（ロゴデザイン）」（連携企業等：(株)ハイモジモジ）
　期間：2019年10月9日（水）、10月17日（木）、11月27日（水）、11月28日（木）      対象：常勤教職員
　内容：OJT研修によるロゴデザイン知識技能の習得。

「ブリコラージュ（パッケージデザイン）」（連携企業等：(株)ハイモジモジ）
　期間：2019年10月18日（金）、11月29日（金）     対象：常勤教職員
　内容：OJT研修によるパッケージデザイン知識技能の習得。

「ブリコラージュ（イメージ）」（連携企業等：(株)ガゼボフィルム）
　期間：2019年12月4日（水）      対象：常勤教職員
　内容：OJT研修によるイメージ知識技能の習得。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：（株）NHK出版）
　期間：2019年9月24日（火）～2020年2月2日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。



②指導力の修得・向上のための研修等

「指導方針研修」（連携企業等：（株）wip、（株）ガゼボフィルム、(株)コミュニケーション・エンジニアーズ、(有)ザリガニワー
クス、（株）THE U.D.S.、(株)ハイモジモジ、ヤフー（株））
　期間：2020年3月27日（金）      対象：常勤教職員
　内容：学内にて全指導講師を対象とした全体教育研修会を開催。講師服務規定により講師としての心構えを再認識し、
　　　　　指導例等相互の情報交換を通して指導技術の向上を図るとともに、指導技術の向上を図る。

「指導方針研修」（連携企業等：（株）wip、（株）ガゼボフィルム、(株)コミュニケーション・エンジニアーズ、(有)ザリガニワー
クス、（株）THE U.D.S.、(株)ハイモジモジ、ヤフー（株））
　期間：2020年8月28日（金）      対象：常勤教職員
　内容：学内にて全指導講師を対象とした全体教育研修会を開催。講師服務規定により講師としての心構えを再認識し、
　　　　　指導例等相互の情報交換を通して指導技術の向上を図るとともに、指導技術の向上を図る。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：大正製薬(株)）
　期間：2019年9月24日（火）～2020年2月2日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。

「企業プレゼンテーション」（連携企業等：（株）JobRainbow）
　期間：2019年9月24日（火）～2020年2月2日（日）      対象：常勤教職員
　内容：専門分野の実務研修と合わせて指導力の向上を目指し、実際の企業が抱えている問題を解決させる施策を
　　　　　打ち出す過程を、企業と連携して人材育成プログラムを実践的に行いながらメソッドの構築を
　　　　　同時並行して行う企業プレゼンテーションを実施する。



種別

地域関係者

企業等委員

企業等委員

企業等委員

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
ホームページ
URL：　https://senmon.ochabi.ac.jp/info/
公表時期：令和元年7月23日

古澤　真理子 公益社団法人
平成３０年７月１日～
　　令和２年６月３０日（２年）

田中　康平 舞台美術製作会社
平成３０年７月１日～
　　令和２年６月３０日（２年）

堀田　康彦 飲食店経営
平成３０年７月１日～
　　令和２年６月３０日（２年）

瀧澤　奈美 酒類・清涼飲料メーカー
平成３０年７月１日～
　　令和２年６月３０日（２年）

渡部　卓明 化粧品企画・販売会社
平成３０年７月１日～
　　令和２年６月３０日（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

平成３０年度自己点検・自己評価の評価結果について学校関係者評価委員会において説明・報告を行い、各委員より評
価結果に対する評価コメント、改善に向けた様々な意見・助言をいただき、それを本校の教育活動と学校運営全般の見直
し・改善に活用している。
また、各委員会において、前回委員会での意見・助言に対する検討状況および直近での対応状況等について報告し、全
委員へのフィードバックを行っている。
平成３０年度は、各委員からの意見・助言を踏まえて、本校の教育方針・教育内容を広く社会に正しく伝えるために、学校
案内書・公式ホームページの改定や各種説明ツールの新規制作等により情報発信力を強化するとともに、社会人のリカ
レント教育への注力による事業領域の更なる拡大、リスク管理体制全般の見直し・再整備による安全管理体制の強化等
に取り組み、教育活動と学校運営全般の見直し・レベルアップをすすめた。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和元年7月23日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

（１１）国際交流
（１０）社会貢献・地域貢献

関係法令・設備基準等の遵守、個人情報保護、学校評価、教育情報の公開
社会貢献・地域貢献、ボランティア活動

（３）教育活動
（４）学修成果
（５）学生支援
（６）教育環境
（７）学生の受入れ募集
（８）財務

目標設定、教育方法・評価、成績評価・単位認定、教員・教員組織
就職率、資格・免許の取得率、卒業生の社会的評価
就職等進路、中途退学への対応、学生相談、学生生活、保護者との連携
施設・設備等、学外実習・インターンシップ等、防災・安全管理
学生募集活動、入学選考、学納金
財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校関係者評価は、①学校内で実施する自己評価の評価結果を学校外の関係者の方々に評価いただき、自己評価結果
の客観性・透明性を高めること、②学校と密接に関係する方々の理解促進や連携協力により、学校運営の改善を図ること
を目的として、企業等の役職員、卒業生、地域関係者等の方々で構成する「学校関係者評価委員会」において実施する。
学校内で実施する自己評価は、「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目に沿って実施することとし、学校関係者
評価委員会で審議された評価結果や今後の改善方策等の内容は、次年度の重点目標の設定、学校運営や教育活動等
の具体的な改善に役立てるとともに、ホームページ等で公表するものとする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（１）教育理念・目標
（２）学校運営

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
教育理念、目的、育成人材像
運営方針、事業計画、組織運営、人事・給与制度、意思決定・情報システム



（１１）その他 特になし（任意記載）
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL：　https://senmon.ochabi.ac.jp/info/

（８）学校の財務 財務諸表
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 特になし（任意記載）

ホームページ

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事、地域等との連携活動
（６）学生の生活支援 生活指導方針・取組み
（７）学生納付金・修学支援 学納金の状況、奨学金制度

（２）各学科等の教育 学則、カリキュラムの特徴、卒業生の進路
（３）教職員 教職員数
（４）キャリア教育・実践的職業教育 実習・演習の状況、就職支援への取組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

企業等の学校関係者に対する、キャリア教育や職業教育をはじめとした教育活動全般の情報提供は、相互の対話や理
解を促進し、インターンシップ・就職指導など企業との連携による活動の充実や企業等のニーズを踏まえた教育内容・方
法の改善につなげることを目的として実施する。
情報提供の内容は「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に沿って決定し、企業等のニーズに合
わせ継続的に見直し、充実を図るものとする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、建学の精神（教育理念）、沿革

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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○
コミュニケーション
Ⅰ-Ⅰ

産官学連携をはじめとするの商品企画開発を通じて、クリエィ
ティブ・チームの運用と有効な対外プレゼンテーションを学ぶ。

1
前

72 2 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅰ-Ⅰ

Humor Design Awards -1st Presentation- 産官学連携授業成
果発表会への出展。

1
前

56 1 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅰ-Ⅱ

Creative Solution Awards -2nd Presentation- 産官学連携授
業成果発表会への出展。

1
前

48 1 ○ ○ ○ ○ ○

○ デッサンⅠ-Ⅰ
主にビジネスシーンでのコミュニケーション活性化の為に、人
物や商品、空間などの視覚情報（ビジュアル）を素早く描く術を
習得する。

1
前

80 5 ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅰ-Ⅰ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

1
前

32 2 ○ ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅰ-Ⅱ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

1
前

72 4 ○ ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅰ-Ⅲ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

1
前

72 4 ○ ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅰ-Ⅳ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

1
前

32 2 ○ ○ ○ ○

○ 特別実習Ⅰ
学生の学習状況に応じて、学生に必要な主として基礎的な科
目を設定し、これを短期間で集中して学ぶ。

1
前

64 2 ○ ○ ○ ○

○ WEBⅠ-Ⅰ
ソーシャル・メディア・リテラシーやWEBそのもの、IT技術の現
在について学び、過去、現在、未来の社会動向への洞察を深
める。

1
前

36 2 ○ ○ ○ ○ ○

○
キャリアデザイン
Ⅰ-Ⅰ

主に Adobe 社の Illustrator 、Photoshop、In design を学び、ク
リエィティブにおける基本ソフトウェアの業務レベルでの習得を
目指す。

1
前

36 2 ○ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（美術専門課程デザイン・アート科）令和元年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
コミュニケーション
Ⅰ-Ⅱ

産官学連携をはじめとするの商品企画開発を通じて、クリエィ
ティブ・チームの運用と有効な対外プレゼンテーションを学ぶ。

1
後

104 3 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅰ-Ⅲ

Creative Solution Awards -3rd Presentation- 産官学連携授
業成果発表会への出展。

1
後

48 1 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅰ-Ⅳ

シアター形式での企業プレゼンテーションを行う。
1
後

36 1 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅰ-Ⅴ

Creative Solution Awards -4th Presentation- 産官学連携授
業成果発表会への出展。

1
後

52 1 ○ ○ ○ ○ ○

○ デッサンⅠ-Ⅱ
主にビジネスシーンでのコミュニケーション活性化の為に、人
物や商品、空間などの視覚情報（ビジュアル）を素早く描く術を
習得する。

1
後

76 5 ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅰ-Ⅴ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

1
後

80 4 ○ ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅰ-Ⅵ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

1
後

72 4 ○ ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅰ-Ⅶ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

1
後

44 2 ○ ○ ○ ○

○ WEBⅠ-Ⅱ
ソーシャル・メディア・リテラシーやWEBそのもの、IT技術の現
在について学び、過去、現在、未来の社会動向への洞察を深
める。

1
後

32 2 ○ ○ ○ ○ ○

○
キャリアデザイン
Ⅰ-Ⅱ

主に Adobe 社の Illustrator 、Photoshop、In design を学び、ク
リエィティブにおける基本ソフトウェアの業務レベルでの習得を
目指す。

1
後

32 2 ○ ○ ○ ○

○
コミュニケーション
Ⅱ-Ⅰ

産官学連携をはじめとするの商品企画開発を通じて、クリエィ
ティブ・チームの運用と有効な対外プレゼンテーションを学ぶ。

2
前

72 2 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅱ-Ⅰ

Humor Design Awards -1st Presentation- 産官学連携授業成
果発表会への出展。

2
前

56 1 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅱ-Ⅱ

Creative Solution Awards -2nd Presentation- 産官学連携授
業成果発表会への出展。

2
前

48 1 ○ ○ ○ ○ ○

○ デッサンⅡ-Ⅰ
主にビジネスシーンでのコミュニケーション活性化の為に、人
物や商品、空間などの視覚情報（ビジュアル）を素早く描く術を
習得する。

2
前

40 2 ○ ○ ○ ○



○ デッサン応用Ⅱ-Ⅰ
ロジカル・デッサンを経て、人物や商品、空間、色彩などの視
覚情報をひとつの画面に意図通りに構成する術を習得する

2
前

32 2 ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅱ-Ⅰ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

2
前

32 2 ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅱ-Ⅱ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

2
前

72 4 ○ ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅱ-Ⅲ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

2
前

32 2 ○ ○ ○ ○

○ 特別実習Ⅱ
学生の学習状況に応じて、学生に必要な主として基礎的な科
目を設定し、これを短期間で集中して学ぶ。

2
前

60 2 ○ ○ ○ ○

○
キャリアデザイン
Ⅱ-Ⅰ

知的財産権、及び企業研究を通じて、就職活動や起業活動、
或いはフリーランスでの活動等に必要なコミュニケーション能
力を育成する。

2
前

40 2 ○ ○ ○ ○

○ WEBⅡ-Ⅰ
ソーシャル・メディア・リテラシーやWEBそのもの、IT技術の現
在について学び、過去、現在、未来の社会動向への洞察を深
める。

2
前

36 2 ○ ○ ○ ○ ○

○
コミュニケーション
Ⅱ-Ⅱ

産官学連携をはじめとするの商品企画開発を通じて、クリエィ
ティブ・チームの運用と有効な対外プレゼンテーションを学ぶ。

2
後

80 2 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅱ-Ⅲ

Creative Solution Awards -3rd Presentation- 産官学連携授
業成果発表会への出展。

2
後

48 1 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅱ-Ⅳ

Creative Solution Awards -4th Presentation- 産官学連携授
業成果発表会への出展。

2
後

56 1 ○ ○ ○ ○ ○

○ デッサンⅡ-Ⅱ
情報を迅速、且つ的確にビジュアライズ（視覚化）して、ビジネ
スシーンでのコミュニケーションを活性化するのに必要な技法
を習得する。

2
後

40 2 ○ ○ ○ ○

○
デッサン応用
Ⅱ-Ⅰ

ロジカル・デッサンを経て、人物や商品、空間、色彩などの視
覚情報を特定の依頼内容に合わせて描き分ける術を習得す
る。

2
後

40 2 ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅱ-Ⅳ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

2
後

88 5 ○ ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅱ-Ⅴ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行す。

2
後

32 2 ○ ○ ○ ○



○
キャリアデザイン
Ⅱ-Ⅱ

知的財産権、及び企業研究を通じて、就職活動や起業活動、
或いはフリーランスでの活動等に必要なコミュニケーション能
力を育成する。

2
後

36 2 ○ ○ ○ ○

○ WEBⅡ-Ⅱ
ソーシャル・メディア・リテラシーやWEBそのもの、IT技術の現
在について学び、過去、現在、未来の社会動向への洞察を深
める。

2
後

36 2 ○ ○ ○ ○ ○

○ マーケティングⅡ
起業も視野に入れた商品企画開発を行い、既存のWEBサービ
スを利用して販売し、知的財産権について実践的に学ぶ。

2
前
後

60 2 ○ ○ ○

○
コミュニケーション
Ⅲ

産官学連携をはじめとするの商品企画開発を通じて、クリエィ
ティブ・チームの運用と有効な対外プレゼンテーションを学ぶ。

3
前

36 1 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅲ-Ⅰ

Humor Design Awards -1st Presentation- 産官学連携授業成
果発表会への出展。

3
前

56 1 ○ ○ ○ ○ ○

○
プレゼンテーション
Ⅲ-Ⅱ

Creative Solution Awards -2nd Presentation- 産官学連携授
業成果発表会への出展。

3
前

48 1 ○ ○ ○ ○ ○

○ デッサンⅢ-Ⅰ
主にビジネスシーンでのコミュニケーション活性化の為に、人
物や商品、空間などの視覚情報（ビジュアル）を素早く描く術を
習得する。

3
前

40 2 ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅲ-Ⅰ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

3
前

32 2 ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅲ-Ⅱ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

3
前

32 2 ○ ○ ○ ○

○ 特別実習Ⅲ
学生の学習状況に応じて、学生に必要な主として基礎的な科
目を設定し、これを短期間で集中して学ぶ。

3
前

60 2 ○ ○ ○ ○

○
キャリアデザイン
Ⅲ-Ⅰ

知的財産権、及び企業研究を通じて、就職活動や起業活動、
或いはフリーランスでの活動等に必要なコミュニケーション能
力を育成する。

3
前

32 2 ○ ○ ○ ○

○
キャリアデザイン
Ⅲ-Ⅱ

知的財産権、及び企業研究を通じて、就職活動や起業活動、
或いはフリーランスでの活動等に必要なコミュニケーション能
力を育成する。

3
前

40 2 ○ ○ ○ ○ ○

○ デッサンⅢ-Ⅱ
主にビジネスシーンでのコミュニケーション活性化の為に、人
物や商品、空間などの視覚情報（ビジュアル）を素早く描く術を
習得する。

3
後

40 2 ○ ○ ○ ○

○
ブリコラージュ
Ⅲ-Ⅲ

グラフィック、プロダクト、イメージ（映像）、コピーライト等の基
礎を学んで統合し、応用として自分に最適なアウトプットを試
行する。

3
後

40 2 ○ ○ ○ ○



○
キャリアデザイン
Ⅲ-Ⅲ

知的財産権、及び企業研究を通じて、就職活動や起業活動、
或いはフリーランスでの活動等に必要なコミュニケーション能
力を育成する。

3
後

36 2 ○ ○ ○ ○

○ マーケティングⅢ
起業も視野に入れた商品企画開発を行い、既存のWEBサービ
スを利用して販売し、知的財産権について実践的に学ぶ。

3
前
後

120 4 ○ ○ ○

○ 卒業制作Ⅲ‐Ⅰ
集大成となる商品企画を既存のWEBサービスを利用した販売
計画を実行した上で公開展示する。

3
後

152 5 ○ ○ ○ ○

○
エディトリアル
デザインA

基礎的な知識や技術を学ぶと同時に、各自の興味・関心を喚
起し、それぞれがそれぞれの好みを生かしながら、それぞれ
の方法で「表現」を試みます。

3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○
ストーリー
メイキング

物語の基本として三幕構成を学びます。
指定した商品企画のカスタマー・ジャーニーの洞察や、オリジ
ナル物語の創作を行います。

3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○
イラストレーション
テクニック

実際にイラストレーションで仕事をする際に必要なテクニックの
事例研究を行います。期の前半、後半それぞれ別のイラスト
レーションを描き、これを一般公開して、その品質を検証しま
す。

3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○
グラフィック
デザイン

グラフィックデザインの企画力とそれを表現する技術力の向上
とポートフォリオの充実。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○
コマーシャル
フォトA

デジタルカメラ技術・知識を学びます。カメラの扱い方などの基
礎知識や撮影テクニック・ライティングなどデジタルカメラテク
ニックのいろはも同時に学んでいきます。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○ プロダクトデザイン
「カタチを見つける」ことを目標の中心とし、模型作りを通して、
プロダクトデザインの他の要素も学んでいきます。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○ イラストレーション
エンターティメント性を重視し「イラストを楽しむ」が基本の授業
です。イラストを描く前の過程も大切ですので、軽いフィールド
ワークも課題にします。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○ アドバタイジング
「人の意識を振り向かせる情報の仕掛け」をどのように創るか
を実際に絵を描いたりロールプレイングで学びます。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○ WEBデザイン
WEBデザインするための知識にかぎらず、解析・調査・洞察、
目的・方針を軸とした授業を行います。作品としてではなく、商
品・サービスとして現場で活躍できるノウハウを共有します。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○
ステーショナリー
デザイン

「紙媒体」特に「コミュニケーション・ツール」にあたる商品にス
ポットを当て、それに関係する基礎知識やノウハウ等を学びま
す。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○ After Effects
Adobe After Effectsを使用して､タイトルデザインや特殊効果
(ビジュアルエフェクト）等の基本的なスキルを学びます。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○



○ Illustrator
Adobe Illustrator基礎の習得とプレゼンツール作成のための
デザインスキル習得。

2
・
3
前
後

18 1 ○ ○ ○

○ 立体造形

木工技術のレクチャーと演習を通じて、図面の理解や模型に
よるスタディ、製作工程の計画と管理、ディテールへの意識等
立体の制作過程を把握し、外注を含め製作する手段をシミュ
レーションしていきます。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○ イメージ
イメージコンテンツを正確に分析する視点を獲得し、さらに強
化する。世界に一つのあなたのアイデアを、より力強く鮮明に
伝えられる技術を獲得する。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○ アート
作品制作だけではなく、世界のマーケット（市場）の中で自分を
どう位置付け、どう活躍できるかを学びます。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○ Photoshop Adobe Photoshop基礎の習得

2
・
3
前
後

18 1 ○ ○ ○

○ DTP
Adobe Indesignを使用して、DTP（Desktop Publishing= 卓上出
版）の基礎を学ぶ。

2
・
3
前
後

18 1 ○ ○ ○

○
デジタル
ファブリケーション

デジタルファブリケーション機器の使い方、デザインから製作、
販売までを含めたトータル的なモノづくりの要素を理解し実践
することを学びます。

2
・
3
前
後

36 2 ○ ○ ○

○
エディトリアル
デザインB

基礎的な知識や技術を学ぶと同時に、各自の興味・関心を喚
起し、それぞれがそれぞれの好みを生かしながら、それぞれ
の方法で「表現」を試みます。

2
・
3
前
後

16 1 ○ ○ ○

○
リアル
イラストレーション

簡単な遠近法、構図法、空間質感の話。リアルに描くためのプ
ロセスの話の後、モチーフを選択し実技にかかります。

2
・
3
前
後

16 1 ○ ○ ○

○
コマーシャル
フォトB

デジタルカメラ技術・知識を学びます。カメラの扱い方などの基
礎知識や撮影テクニック・ライティングなどデジタルカメラテク
ニックのいろはも同時に学んでいきます。

2
・
3
前
後

16 1 ○ ○ ○

○
パッケージ
デザイン

楽しめるパッケージ制作〜各自のテーマをパッケージとして形
にする。

2
・
3
前
後

16 1 ○ ○ ○

○ ロゴデザイン ショップのロゴとVIをデザインする。

2
・
3
前
後

16 1 ○ ○ ○

○
インフォ
グラフィックス

インフォグラフィックスのポスターを作成。情報の編集（取捨選
択）、および大判サイズのグラフィックデザインを仕上げる力を
身につける。

2
・
3
前
後

16 1 ○ ○ ○

○
ファッション
デザイン

立体裁断とトワル制作を通じて、ファッションデザインの基礎を
学ぶ。

2
・
3
前
後

16 1 ○ ○ ○



○ プレゼンテーション
企業プレゼンテーションのアドバイザーになることにより自分
のプレゼンテーションの在り方を見直す。

2
・
3
後

16 1 ○ ○ ○

○ 就業体験
産官学連携授業を通じて実践してきたクリエィティブなマーケ
ティングやプランニングの有効性をインターンシップを通じて実
感する。

1
～

3
前
後

30 2 ○ ○ ○

○ 国内文化研修
日本国内において、デザイン・アートによる活性化が必要な地
域やこれを実践している地域を調査し、これを参考に学生自
身も実践する。

1
～

3
前
後

30 2 ○ ○ ○

○ 海外研修
海外における新旧のデザイン・アートの成功例を実地で
体験することにより、世界における日本を意識し、世界
という多様性の可能性を学ぶ。

1
～

3
前
後

30 2 ○ ○ ○

85科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

試験等により基準以上の評価を得て、本校所定の課程を修了した者には、卒業証
書を授与する。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 16週

（留意事項）

合計 2,460単位時間(121単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合




